
地域文化学科

将来の夢に向かってＡＯでチャレンジ！

多様な試験内容だけに対策は早めに
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午前の課題論文では、テキストを読んで、問い（1つ）に800字から1200字以内で論述しました。テキストは3つ
でした。
午後の個人面接は、受験生1人に対し試験委員3名が面接する形式で、受験生1人あたり15分から20分程度行い
ました。提出書類や自己表現、課題論文などを参考にして、志望理由や意欲の強さ、文化やさまざまな交流への
関心などを確認しました。また、ごく簡単な英語での質問も数問行いました。

自己表現では、15分間以内で自己アピールを行いました。受験生が高校生活でしてきたことや得意なこと、考え
てきたことを自由に表現してもらい、受験生がどのようなことを大事にしてきたのか、どのような感性をもってい
るのかを見ました。
グループディスカッションは、3時間程度を要しました。受験生1人ひとりが発言する時間は等しく保証しました。 

平成25年度AO入試がどのように行われたかについて、学部・学科の募集単位別にポイントや出題例を示したものです。平成26年度AO入試が下記のように行
われるということではありませんので、ご注意ください。なお、AO入試の過去問題は、平日9：00～17：00に入試課（鳥取キャンパス）で閲覧できます。

私が地域文化学科のＡＯ受験を決めたのは、出願〆切り直前の高3夏休み明け。
中学校の国語教師になりたいと考えていて、当初は別の大学の文学部を志望。そこ
へ担任の先生が鳥大のＡＯ入試を見つけてきてくれたんです。5歳から書道、小2か
らソフトボールを続けてきたことが活かせると思い、即決。すぐさま準備に取りかか
りました。最初の壁は自己推薦書の作成。書道は八段を持っていますが、それだけ
ではアピール不足。どういう観点で深めるかが難しかった。先生の添削を受けなが
ら、日本独特の文化であり、その修練の中で心の落ち着き、根気が芽生えたことな
どをできるだけ具体的に記入しました。

1次面接の練習では先生のするどい突っ込みに答えることができず、くじけそうに
なったことも。でも、厳しい練習のおかげで本番は緊張もなく、逆に自分のことを
知ってもらえるのが快感だったくらい(笑)。2次の自己表現では書道を実演。道具の
準備から始まり、姿勢や心構え、書き方、片付け方まで、すべてを見ていただきまし
た。個人面接の英語による質疑応答は、グループディスカッションや課題論文の対
策に追われて手が回っておらず、想定していなかった質問をされて大慌て！しどろも
どろでなんとか答えたものの、準備不足が露見する結果に…。ＡＯは試験日が9・10
月なので、早め早めに対策をスタートさせることが重要ですね
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オープンキャンパスで学科の魅力を実感

環境の基礎知識を広くストックしよう

僕の故郷・香住は山陰海岸ジオパークの一角で、日本海の海岸線に貴重な地質や
地形が数多く見られる地域です。地元が大好きで山陰海岸ジオパークの研究がした
いという希望を胸に、高3の8月にはオープンキャンパスに参加。地域学部を訪れた
とき、思いがけず学科の先生とお会いする機会が得られ、大学での勉強や研究室の
ことなどを1時間ほどマンツーマンで伺うことができたんです。「鳥大に行きたい」と
いう気持ちがより強くなりました。入学志願票は卒業生のものを参考に細かく記
入。面接練習は「先生全員を制覇するぞ」の勢いで。先生ごとに質問の仕方が違う
ので、臨機応変な対応ができるようになりますよ。

小論文の課題文には英文の資料が出されますが、環境に関する英文問題を英語
の先生に作ってもらい練習していたことが功を奏しました。課題作業は地球環境に
関しての出題。文章を読んで表の数値を算出し、それを基にグラフを作成、自分の意
見をまとめるという作業でしたが、90分では時間が足りないくらいのボリュームに焦
りました。怖くて後半は手が震えるほど。でも、冷静に考えれば分かる問題。最後の
面接でも課題を理解しているかどうかを真っ先に問われ、読解力、思考力、応用力
が問われているのだなと感じました。小論文も課題作業も環境に関する専門用語が
結構出てくるので、新聞や関連書籍を読んで基礎知識を蓄えておくことは必須です！

地域環境学科

理数系の教科（数学、物理、化学、生物、地学）に強い興味を有し、英語での理解ができること、野外での自然観察
や科学的な実験・体験学習に強い興味・関心を持っていたり、積極的に参加していたりすることを望みます。

20分程度で行い、本学科の志望理由や学習意欲、自己表現力、論理的思考力を評価しました。提出書類、小論
文や課題作業などに関連した内容も質問しました。

小論文は再生資源の越境移動に関する和文資料と英文資料を読み、英文の和文要約や、これら2つの資料を参
考にして有害廃棄物を含む再生資源の国境を越えた移動が、環境汚染を引き起こさないようにするために必要
な方策を論述解答する内容でした。課題作業では、2つの大問を設けました。ひとつは1960年～2010年におけ
る日本国内の木材需要量を用途別に示したデータからグラフを作成し、読み取れることを論述解答するものでし
た。もうひとつは、標高点や土地利用の地図記号などをちりばめた地図を提示し、等高線や地形断面図を描かせ
る内容でした。
小論文と課題作業では、文章読解力、文章作成力、論理的思考力、グラフによる表現力、空間認識能力、環境問
題への関心の度合いなどを評価しました。

平成25年度AO入試がどのように行われたかについて、学部・学科の募集単位別にポイントや出題例を示したものです。平成26年度AO入試が下記のように行
われるということではありませんので、ご注意ください。なお、AO入試の過去問題は、平日9：00～17：00に入試課（鳥取キャンパス）で閲覧できます。
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山陰海岸ジオパー
クの一つである「鳥

取砂丘」

は、辺り一面サンド
ベージュでまるで別

世界！ 一

見の価値ありです
。実は鳥大周辺も鳥

取砂丘の

一部なんだとか。「
湖山砂丘」というそ

うです。

鳥取のお気に入り

鳥大キャンパスも鳥取砂丘!?

鳥取駅前周辺にはかわいいカフェがいっぱい！ 
古民家を改築したものや、こだわりのコーヒーや
パンが頂けるお店など個性派ぞろい。木づくりで
優しい照明のカフェでくつろぐのが大好きです。

鳥取のお気に入り鳥取駅前でカフェめぐり
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アドミッション・ポリシー

【趣旨】 様々な地域の文化（言語・文学・歴史など）の特性を深く理解しつつ、地域
文化の継承・発展に寄与できる人や、国際的な視野をもって活躍できる人の育成を
目標としています。このため、これらの領域における意欲、資質、能力を多様な観点
から総合的に評価するAO入試を実施します。

次のいずれかに該当する意欲ある人を求めます。
● 地域固有の文化・伝統に関心があり、その文化資源の継承、発展を地域の人々
とともに進めたいと思う人

● 国際的・実践的なコミュニケーションの力を身につけ、広く社会に貢献したいと
思う人

AO入試で求める人物像

募集人員（予定） : 4人

アドミッション・ポリシー

【趣旨】 地域環境（自然・歴史・資源・エネルギー・ライフスタイル）をトータルに学習
し、調査・研究の実践力を身につけ、地域の環境づくりに貢献できる人材を育成し
ます。地域環境学の課題解決に向けて、とくに意欲と実行力をもつ人を様々な観点
から総合的に評価するAO入試を実施します。

知的好奇心、行動力、ならびに思考の柔軟性に富み、かつ基礎的な英語力を
備え、次のいずれかに該当する人を求めます。
● 地域固有の自然(地形・地質・動植物)の成り立ちや、そこに暮らした人々が歴
史的に築きあげた智恵などに強い興味のある人

● エネルギ－・資源の有効活用や新技術の開発、あるいは環境と人間の健康との
相互作用などに強い興味のある人

AO入試で求める人物像

募集人員（予定） : 5人

文化、地域、国際交流など地域と文化に関する分野に関心があって、他者の話によく耳を傾けて理解しようとす
る姿勢や深く考えを掘り下げる姿勢、それらをわかりやすく表現する力を求めます。

全体を通して
求める力

自然現象や社会的事象などに対する科学的な視点や考え方、課題文や図表資料を読み解く読解力、面接での質問を聞
き取る理解力、自分の考えを伝えるために必要となる論理的思考力、自己表現力、文章構成力、作図能力を求めます。

全体を通して
求める力

※第1次選考の評価は第2次選考の評価には加えませんでした。提出書類（調査書・入学志願票）は第2次選考において受験生に関する基礎情
報、受験生の特徴把握や個人面接における質問の参考資料として用いました。なお、第2次選考の試験委員は3名で行いました。
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